
　

自
ら
起
案
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、

企
業
か
ら
投
資
金
２
０
０
万
円
を
手

に
し
た
中
学
生
が
い
る
。
ド
ル
ト
ン

東
京
学
園
中
等
部
2
年
生（
当
時
）

の
堀
内
文
翔
さ
ん
だ
。
雨
の
日
な
ど

客
足
が
鈍
っ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

ク
ー
ポ
ン
を
発
行
で
き
る「
リ
ア
ル
タ

イ
ム
ク
ー
ポ
ン
ア
プ
リ
」
を
、
飲
食
店

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
基
に
考
案
。
投
資

家
に
向
け
た
プ
レ
ゼ
ン
で
認
め
ら
れ
、

実
際
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
た
。

　

投
資
を
決
め
た
の
は
、
起
業
支
援

を
行
う（
株
）ガ
イ
ア
ッ
ク
ス
。
同
社

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ス
タ
ジ
オ
で
は
、

中
高
生
を
未
来
の
起
業
家
と
捉
え
、

学
校
と
組
ん
で
「
起
業
ゼ
ミ
」
を
実

施
し
て
い
る
。「
優
れ
た
案
件
に
は
投

資
す
る
」
と
い
う〝
本
気
〞の
取
組
だ
。

こ
れ
ま
で
に
東
京
都
立
千
早
高
校
、

島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
校
、
山
形

県
立
米
沢
東
高
校
な
ど
9
つ
の
中

学
・
高
校
で
実
施
し
て
き
た
。
生
徒

は
、「
課
題
を
発
見
・
検
証
し
た
う
え

で
よ
り
良
い
解
決
策
を
考
え
る
」
と

い
う
起
業
プ
ロ
セ
ス
や
、「
失
敗
は
成

長
の
チ
ャ
ン
ス
。
そ
こ
か
ら
学
び
、
改

善
し
て
い
く
」
と
いっ
た
起
業
家
精
神

を
、
街
中
で
の
突
撃
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
も
経
験
し
な
が
ら
実
践
的
に
学
ん

で
い
く
。
同
社
の
メ
ン
バ
ー
は
生
徒
に

伴
走
し
、
適
宜
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
す

る
が
、「
あ
く
ま
で
も
起
業
家
と
し
て

接
し
て
い
る
」
と
、
同
ス
タ
ジ
オ
責
任

者
の
佐
々
木
喜
徳
氏
は
言
う
。

「
中
高
生
向
け
起
業
ゼ
ミ
か
ら
の
投

資
案
件
第
1
号
と
な
っ
た
堀
内
く
ん

に
つ
い
て
は
、
起
業
ア
イ
デ
ア
と
本
人

の
行
動
力
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
投

資
す
る
価
値
が
あ
る
と
判
断
し
ま
し

た
。
中
高
生
の
発
想
力
に
は
光
る
も

の
が
あ
り
、
育
て
る
意
味
を
実
感
し

て
い
ま
す
」（
佐
々
木
氏
）

　

な
ぜ
、
中
高
生
を
対
象
に
し
た
の

か
。
そ
こ
に
は「
こ
れ
か
ら
の
若
者
に

と
っ
て
、
起
業
と
い
う
選
択
肢
を
当
た

り
前
に
し
た
い
」と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

「
日
本
の
起
業
率
は
諸
外
国
に
比
べ

て
半
分
以
下
。
起
業
家
に
投
資
す

る
我
々
と
し
て
も
、
母
数
が
少
な
い

こ
と
が
課
題
で
し
た
。
起
業
を
キ
ャ

リ
ア
の
選
択
肢
の
一
つ
に
す
る
た
め
に

は
、
ま
っ
さ
ら
な
状
態
の
う
ち
に
起

業
を
リ
ア
ル
に
体
験
し
、
ハ
ー
ド
ル
を

未
来
の
起
業
家
を
育
て
、

投
資
す
る
本
気
の「
起
業
ゼ
ミ
」

失
敗
あ
り
き
の
起
業
プ
ロ
セ
ス
に

触
れ
、教
員
の
マ
イ
ン
ド
も
変
化

投資金200万円を手にしたドルトン東京学園中等部2年生
（当時）の堀内文翔さん（左）。

社
会
全
体
で
生
徒
を
育
て
る・
支
え
る

社
会
側
の
視
点
か
ら

取材・文／笹原風花　撮影／竹田宗司（10、12ページ）、景山幸一（11ページ）、松本紀子（13ページ）

●起業ゼミの内容

仮説レクチャー

仮説組み立て作業

検証レクチャー

検証作業（ヒアリング実施） 

検証結果レビュー

ピッチ※レクチャー

生徒間審査

ピッチ（ガイアックス本社にて）

※ピッチ＝投資家に向けたビジネスモデルのプレゼンテーションのこと。

今
、高
校
生
の
学
び
に
伴
走
し
た
い
、苦
境
に
あ
る
高
校
生
を
支
え
た
い
、学
校
と
共
に
次
世
代
を
育
成
し
た
い
…

と
い
う
民
間
企
業
・
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
等
に
よ
る
新
た
な
取
組
が
続
々
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
社
会
は
高
校
生
を
育
て
始
め
た
の
か
、現
場
と
背
景
、そ
し
て
活
動
へ
の
思
い
を
探
り
ま
し
た
。

次
世
代
に
必
要
な
力
を

学
校
と
企
業
が
共
に
育
む

最前線ルポ

社会と共に生徒を育てる
社会全体で生徒を育てる・支える  －社会側の視点からー



下
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
と
考
え

た
の
で
す
」（
佐
々
木
氏
）

　

折
し
も
ド
ル
ト
ン
東
京
学
園
の
教

員
と
ガ
イ
ア
ッ
ク
ス
の
社
員
と
の
交
換

留
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
先
生

と
意
気
投
合
。
1
期
目
は「
学
校
と

一
緒
に
や
り
な
が
ら
作
っ
て
い
っ
た
」

と
振
り
返
る
。
4
期
目
と
な
る
現

在
も
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら
な
い
。

「
起
業
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、今
や
っ

て
い
る
勉
強
が
何
に
ど
う
役
立
つ
の
か

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も

重
要
な
視
点
」と
佐
々
木
氏
。
加
え
て
、

「
先
生
の
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン
ジ
も
大
き

い
」
と
同
社
の
田
中
嶺
吾
氏
。「
問
題

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
先
回
り
し
て
動
い

て
い
た
先
生
が
、
生
徒
が
果
敢
に
突

撃
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
姿
を
見
て
、
地

域
の
人
に
怒
ら
れ
て
も
仕
方
な
い
よ

ね
、
失
敗
は
次
に
活
か
せ
ば
い
い
よ
ね

…
と
変
わ
っ
て
いっ
た
」
と
言
う
。
今

後
に
向
け
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
も
思
案
中
だ
。

「
リ
ア
ル
な
課
題
に
対
し
て
解
決
策
を

考
え
、
実
装
す
る
起
業
の
プ
ロ
セ
ス
は
、

ま
さ
に
探
究
学
習
。
今
後
は〝
探
究

×
起
業
〞と
い
う
視
点
で
、
学
校
の
先

生
と
一
緒
に
授
業
づ
く
り
に
も
挑
戦

し
た
い
で
す
ね
」（
佐
々
木
氏
）

「
3
月
6
日
の
山
形
市
の
天
気
を
Ａ

Ｉ（
人
工
知
能
）に
予
測
さ
せ
た
と
こ

ろ
…〝
曇
り
〞と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
！
」。
昨
年
3
月
に
開
催
さ
れ

た
第
1
回
Ａ
Ｉ
甲
子
園
に
て
共
通

テ
ー
マ
賞（
天
気
予
測
Ａ
Ｉ
）に
輝
い

た
山
形
県
立
山
形
東
高
校
チ
ー
ム
は
、

過
去
17
年
間
分
と
い
う
膨
大
な
気
象

デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
分
類
・
分

析
し
、
指
定
日
の
天
気
を
予
測
し
た
。

　

同
校
を
は
じ
め
山
形
県
内
の
13
校

91
人
の
高
校
生
が
参
加
す
る
の
が
、

「
や
ま
が
た
Ａ
Ｉ
部
」
だ
。
２
０
２
０

年
8
月
に
学
校
横
断
型
の
部
活
動
と

し
て
始
動
し
た
。
活
動
を
支
え
る
の

は
、
県
内
の
企
業
、
自
治
体
、
大
学

な
ど
か
ら
な
る
、
や
ま
が
た
Ａ
Ｉ
部
運

営
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
だ
。
資
金
面
に
加

え
て
、
事
務
局
メ
ン
バ
ー
や
各
校
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
企
業
コ
ー
チ
、
学
生
コ
ー

チ
と
いっ
た
人
的
リ
ソ
ー
ス
も
出
し
合

う
。
運
営
に
携
わ
る（
株
）Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

の
鈴
木
由
佳
氏
は
、「
一
度
心
に
火
が

つ
け
ば
、
高
校
生
は
自
分
た
ち
で
ど
ん

ど
ん
前
に
進
ん
で
い
く
。
大
事
な
の
は

環
境
を
い
か
に
つ
く
る
か
」と
言
う
。

　

専
門
家
か
ら
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
基
礎
を
学
ぶ
座
学
か
ら
始
ま

り
、
実
際
に
手
を
動
か
し
て
実
験
を

重
ね
る
。
さ
ら
に
、
地
元
の
も
の
づ

く
り
企
業
を
訪
問
し
て
ど
こ
に
Ａ
Ｉ

が
活
用
で
き
そ
う
か
を
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
た
り
、
Ａ
Ｉ
分
野
で
活
躍
す

る
社
会
人
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参

加
し
た
り
と
、
学
校
の
枠
を
越
え
て

活
動
す
る
。
一
方
、
学
校
ご
と
の
取

組
も
あ
り
、
そ
の
成
果
は
先
述
の
Ａ

Ｉ
甲
子
園
で
競
い
合
う
。
昨
年
度
3

校
の
コ
ー
チ
を
務
め
た（
株
）Ｏオ

ー
ツ
ー２
の

野
澤
道
直
氏
は
、「
高
校
生
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
す
ご
い
」
と
言
う
。

「
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
来
る
と
、
グ
ッ
と

伸
び
る
。
自
分
た
ち
で
い
ろ
ん
な
こ

と
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
、
何
を
ク
リ
ア

に
し
た
ら
課
題
を
突
破
で
き
る
か
を

考
え
た
う
え
で
相
談
し
に
く
る
ん
で

す
。
そ
の
姿
勢
に
は
、
こ
ち
ら
が
刺

激
を
も
ら
い
ま
し
た
」（
野
澤
氏
）

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
会
長
を
務
め
る

松
本
晋
一
氏
は
、
都
内
に
あ
る
製
造

※（株）IBUKIは2021年12月に別会社に株式譲渡済み。

地
元
の
企
業
、自
治
体
、大
学
が

部
活
動
で
Ａ
Ｉ
人
材
を
育
成

教
育
こ
そ
要
。教
育
を
怠
っ
た

組
織
と
地
域
に
未
来
は
な
い

フリーランスエンジニア、会社役員を経て2007年からガイア
ックスに参画。スタートアップスタジオ責任者として起業家
への伴走・投資判断を担当。技術本部長を兼任し、スタート
アップの技術支援や組織の技術戦略にも取り組んでいる。

（株）ガイアックス スタートアップスタジオ
責任者

佐々木喜徳（左）

スタートアップにて事業の立ち上げに従事したのち、2020
年10月にガイアックスに参画。ポテンシャル採用や事業
部・投資先の採用支援に携わり、現在は中高生向けの「起
業ゼミ」（経済産業省・第11回キャリア教育アワード中小
企業の部で奨励賞受賞）を担当する。

（株）ガイアックス スタートアップスタジオ 
管理本部 人事支援チーム

田中嶺吾（右）

大手化学メーカー、外資系ITベンダー、コンサルティングファーム
などを経て2004年3月に（株）O2を設立。製造業向けのコンサ
ルティング業務を行う。2014年9月に（株）IBUKIに参画し、代表
取締役に就任※。山形県への熱い思いと広い人脈をもつ。

（株）O2代表取締役社長CEO 

松本晋一

山形県立山形工業高校のAI部の活動風景。生徒たちは参考
書で調べながら、機械学習プロジェクトを作成していく。

「起業ゼミ」で、
若者にとって起業を
当たり前の選択肢に

産官学民が支える
学校横断型部活動で、
未来に活きるAIの力を



業
向
け
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社（
Ｏ
２
）

の
経
営
者
。
山
形
県
内
の
金
型
製
造

企
業（
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
）を
子
会
社
化
し
て

再
建
に
あ
た
る
な
か
、「
地
域
と
中
小

企
業
を
、そ
こ
で
暮
ら
し
働
く
人
々
を
、

活
気
づ
け
た
い
。
そ
の
活
気
を
全
国
に

波
及
さ
せ
る
こ
と
が
、
日
本
再
興
に
つ

な
が
る
」と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
日
本
は
、
世
界
の
デ
ジ
タ
ル
競
争

力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
年
々
ラ
ン
ク
が
下

が
っ
て
い
ま
す
。
か
た
や
、
国
内
で
の

地
域
格
差
の
課
題
も
あ
る
。
社
会

変
革
を
起
こ
す
に
は
、
未
来
の
主
役

で
あ
る
若
い
世
代
が
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め

と
し
た
デ
ジ
タ
ル
の
知
識
や
技
能
を

使
い
こ
な
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
に
大
事
な
の
が
教
育
。
教

育
を
怠
っ
た
組
織
と
地
域
に
は
未
来

「
親
に
頼
れ
ず
年
末
年
始
の
生
活
を

乗
り
切
る
こ
と
が
不
安
な
若
者
に
、

8
万
円
の
現
金
給
付
を
す
る
」。
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄデ

ィ
ー
ピ
ー

×
Ｐ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

発
信
に
、
７
日
間
で
３
８
０
人
も
の

希
望
者
が
殺
到
し
た
。
昨
年
末
の
こ

は
あ
り
ま
せ
ん
」（
松
本
氏
）

　

学
校
教
育
の
な
か
で
も
外
部
が
関

わ
り
や
す
い
部
活
動
に
注
目
し
た
松

本
氏
は
、
Ａ
Ｉ
の
部
活
を
作
る
こ
と

を
発
案
。
産
官
学
民
を
巻
き
込
み

な
が
ら
仲
間
を
増
や
し
、「
や
ま
が
た

Ａ
Ｉ
部
」
を
設
立
し
た
。「
教
育
に
は
、

企
業
活
動
に
は
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
が

あ
る
」
と
松
本
氏
は
言
う
。

「
生
徒
の
学
び
や
成
長
に
伴
走
す
る

こ
と
は
、
社
員
に
と
っ
て
も
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
機
会
に
、そ
し
て
心
の
栄
養
に
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
私
た
ち
は
民
間

企
業
の
知
恵
と
ス
ピ
ー
ド
、
行
動
力

で
、
教
育
現
場
に
刺
激
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
志
あ
る
先
生
方
と

組
ん
で
、
一
緒
に
新
し
い
も
の
を
生
み

出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」（
松
本
氏
）

と
だ
。
用
意
し
て
い
た
枠
は
最
大
２

５
０
人
。
想
定
以
上
の
数
に
、「
若
者

が
直
面
す
る
厳
し
い
状
況
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
た
」
と
理
事
長
の
今

井
紀
明
氏
は
肩
を
落
と
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
学
校
に
通

え
な
い
生
徒
や
、
居
場
所
を
失
い
孤

立
し
て
し
ま
う
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

「
高
校
生
を
は
じ
め
と
し
た
10
代
は
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か
ら
抜
け
落
ち
や

す
く
孤
立
し
や
す
い
」
と
今
井
氏
。

「
学
生
対
象
の
食
糧
支
援
が
あ
っ
た
が
、

高
校
生
は
対
象
で
は
な
い
と
言
わ
れ

た
」「
ひ
と
り
親
の
母
は
持
病
を
抱
え
、

障
害
年
金
で
の
生
活
は
毎
月
ギ
リ
ギ

リ
。
学
校
は
楽
し
い
け
ど
お
金
や
食

事
の
こ
と
を
考
え
る
と
し
ん
ど
い
」…

そ
ん
な
高
校
生
の
声
が
日
々
届
く
。

「
10
代
を
ひ
と
り
に
し
な
い
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
活
動
す
る
Ｄ
×
Ｐ
で
は
、
不

登
校
、
中
退
、
家
庭
内
不
和
・
虐
待
、

経
済
的
困
窮
、
い
じ
め
な
ど
に
よ
り

安
心
で
き
る
居
場
所
や
頼
れ
る
人
を

失
っ
た
10
代
に
向
け
、
オ
フ
ラ
イ
ン
・

オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
面
で
頼
れ
る
人
と
の

つ
な
が
り
を
提
供
し
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境・収
入
の
安
定
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
た
。「
学
校
に
行
け
て
い
な

く
て
も
中
退
し
て
も
、
こ
の
先
の
人

生
を
希
望
を
も
っ
て
生
き
て
い
く
、

そ
の
礎
を
つ
く
り
た
い
」
と
今
井
氏

は
語
る
。

　

オ
フ
ラ
イ
ン
で
は
、
通
信
・
定
時

制
高
校
に
通
う
生
徒
に
向
け
て
、
大

学
生
や
社
会
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

対
話
を
通
し
て
人
と
つ
な
が
る
授
業

「
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
」
を
展
開
。
学
校

と
連
携
し
た
居
場
所
づ
く
り
や
就
職

に
つ
な
げ
る
た
め
の
仕
事
体
験
ツ
ア
ー

に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談
で

き
る
窓
口
「
ユ
キ
サ
キ
チ
ャ
ッ
ト
」
を

運
営
。
悩
み
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、

相
談
者
の
課
題
に
対
し
て
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
を
提
案
し
、
必
要
に
応
じ

て
行
政
や
他
の
支
援
先
と
つ
な
い
だ

り
、
食
糧
・
物
資
や
現
金（
月
1
万

円
、
最
大
3
カ
月
）の
給
付
、
パ
ソ
コ

ン
の
寄
贈
を
行
っ
た
り
し
て
き
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
昨
年
は
相

談
件
数
が
急
増
。
現
在
も
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

「
う
ち
に
相
談
に
来
る
人
の
約
3
割

が
、
こ
れ
ま
で
誰
に
も
相
談
で
き
な

か
っ
た
、
と
言
う
ん
で
す
。
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
な
ど
、
一
見
し
て
気
づ
き
に

く
い
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。
生

徒
に
と
っ
て
、
高
校
は
最
後
の
砦
。

人
生
に
希
望
が
も
て
る
よ
う

頼
れ
る
場
所
・
人
を
つ
く
る

「ユキサキチャット」はLINEで簡単に相談でき
る。相談は無料で、対応は平日10:00-19:00
（土日祝もLINEの受け取りは可）。

高校生のときに医療支援NGOを設立。活動のため
にイラクへ渡航した際、武装勢力に拘束され、帰国後
「自己責任」の言葉のもとバッシングを受ける。対人
恐怖症になるも、友人らに支えられ復帰。偶然、中
退・不登校を経験した10代と出会い、彼らの境遇と
自身のバッシングされた経験が重なり、2012年に認
定NPO法人D×Pを設立。10代の声を聴いて伝え
ることを使命に、SNSなどで発信を続けている。

認定NPO法人D×P理事長

今井紀明

困
難
な
状
況
に
あ
る
若
者
を

社
会
全
体
で
支
え
る

食糧支援・現金給付や
つながりづくりで、
10代をひとりにしない
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い
で
く
だ
さ
い
。
大
事
な
の
は
、
い
ろ

ん
な
人
が
高
校
生
に
関
わ
り
、
つ
な

が
る
こ
と
。
複
数
の
ル
ー
ト
が
あ
れ

私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
積
極
的
に
連

携
し
た
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
私
た

ち
も
、
自
分
た
ち
単
体
で
な
ん
と
か

し
よ
う
・
な
ん
と
か
で
き
る
と
は
考

え
て
お
ら
ず
、
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
団
体
、

行
政
と
連
携
し
て
動
い
て
い
ま
す
。

同
様
に
、
先
生
方
も
自
分
た
ち
だ
け

で
抱
え
込
ま
ず
、
気
に
な
る
生
徒
や

対
象
に
な
り
そ
う
な
生
徒
が
い
た
ら
、

外
部
の
支
援
の
プ
ロ
に
ど
ん
ど
ん
つ
な

ば
、
そ
こ
か
ら
生
徒
自
身
が
頼
れ
る

場
所
や
人
を
見
つ
け
て
い
け
る
と
思

う
ん
で
す
」（
今
井
氏
）

「
次
世
代
を
担
う
若
い
人
た
ち
の〝
心

の
エ
ン
ジ
ン
〞を
駆
動
さ
せ
た
い
。
自
分

た
ち
に
で
き
る
の
は
、
志
あ
る
教
育

活
動
を
資
金
面
で
支
援
す
る
こ
と
」。

そ
う
語
る
の
は
、
一
般
財
団
法
人
三

菱
み
ら
い
育
成
財
団
常
務
理
事
の
藤

田
潔
氏
だ
。
同
財
団
で
は
、「
日
本
の

社
会
を
支
え
、
発
展
さ
せ
る
次
世
代

人
材
の
育
成
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、

分
野
や
人
材
像
は
絞
ら
ず
広
く
助
成

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
三
菱
グ
ル
ー
プ

の
創
業
１
５
０
周
年
事
業
と
し
て
２
０

２
０
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
主

に
高
校
生
向
け
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

対
象
に
、
10
年
間
で
１
０
０
億
円
を

助
成
す
る
と
い
う
稀
に
見
る
大
規
模

な
プ
ロ
ジ
ェク
ト
と
な
って
い
る
。

　

事
業
創
設
に
際
し
、
藤
田
氏
ら
は

全
国
の
高
校
や
大
学
、
教
育
機
関
を

回
っ
て
現
場
を
視
察
し
、
多
く
の
有

識
者
に
も
話
を
聞
い
た
。「
高
校
、
特

０
０
万
円
を
助
成
。
現
在
ま
で
に
の

べ
１
０
６
件
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
採

択
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
実
に
多
様
で
、

採
択
後
の
自
由
度
も
高
い
。
一
方
、

助
成
先
に
は
財
団
の
メ
ン
バ
ー
が
順

次
訪
問
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
状

況
や
課
題
、
今
後
の
進
め
方
な
ど
に

つ
い
て
面
談
を
実
施
す
る
な
ど
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
財
団
で
は
、
助
成
対
象
の
高
校
・

大
学
や
教
育
事
業
者
同
士
が
交
流
で

き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
定
期
的
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
交
流
会
を
開
い
て
お
り
、「
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
」
と
藤
田
氏
。

そ
の
場
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
る
こ
と
も
あ
り
、「
今
後
は
好
事
例

を
横
展
開
し
、
社
会
に
も
発
信
し
て

い
き
た
い
」と
言
う
。

「
我
々
は
、
教
育
に
お
い
て
外
側
の
存

在
。
目
の
前
の
生
徒
に
何
が
必
要
か

は
、
プ
ロ
で
あ
る
先
生
方
が
一
番
よ

く
ご
存
知
で
す
。
必
要
な
教
育
環
境

を
い
か
に
整
え
る
か
と
い
う
課
題
に
対

し
て
、
資
金
面
と
仕
組
み
づ
く
り
の

面
で
今
後
も
携
わ
っ
て
い
き
た
い
。
お

金
が
必
要
な
学
校
に
、
教
育
委
員
会

の
み
な
ら
ず
企
業
や
財
団
が
お
金
を

出
す
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
認
知
さ
れ
、

浸
透
す
る
社
会
を
構
築
し
た
い
。
そ

う
考
え
て
い
ま
す
」（
藤
田
氏
）

に
公
立
高
校
へ
の
支
援
が
手
薄
で
あ

る
こ
と
を
強
く
感
じ
、
加
え
て
、『
真

面
目
だ
が
受
け
身
で
、
前
向
き
・
自

発
的
で
は
な
い
生
徒
が
増
え
て
い
る
』

と
い
う
話
を
至
る
と
こ
ろ
で
耳
に
し

た
」
と
振
り
返
る
。

「
将
来
こ
れ
が
し
た
い
、
こ
う
な
り
た

い
と
い
う
志
が
な
け
れ
ば
学
び
へ
の
意

欲
は
わ
か
ず
、
行
動
に
も
つ
な
が
ら
な

い
。
自
分
で
考
え
て
、
調
べ
て
、
判
断

し
て
、
表
現
す
る
と
い
う
力
も
当
然
つ

か
な
い
。
ま
ず
は
高
校
生
の〝
心
の
エ
ン

ジ
ン
〞を
駆
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
し
た
」（
藤
田
氏
）

　

こ
う
し
て
設
定
さ
れ
た
の
が「
心※

の

エ
ン
ジ
ン
を
駆
動
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

だ
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
1
は
高
校
等
を
助

成
対
象
と
し
、
1
件
に
つ
き
最
大
２

一般社団法人日本経済団体連合会（経団連）が運
営。企業等が行っている教育支援プログラムを、ジャ
ンルや対象、社名などで検索できる。

企業等の
教育支援プログラム
ポータルサイト

立命館大学稲盛経営哲学研究センターの教育実
践研究＆アウトリーチ部門。「生きる力」をつける教育
プログラムの提供や教育実践を行うNPO・団体、
WEBサイト等を紹介している。

RITA LABO

日
本
の
社
会
を
支
え
発
展
さ
せ
る

次
世
代
人
材
の
育
成
に
投
資
す
る

1983年三菱商事（株）入社。人事部経験が長
く、子会社のヒューマンリンク（株）社長、三菱商事
人事部長、総務部長、東北支社長を歴任した後、
2019年より現職。Educationを訳す際、「教化」と
「発育」という案があり、各1字を取り「教育」とした
という逸話から、教化と発育を発達段階に応じてど
うバランスさせるのかが鍵だと考えている。

一般財団法人 
三菱みらい育成財団 常務理事 

藤田 潔

〝
高
校
が
や
り
た
い
こ
と
〞を

資
金
面
で
支
援
す
る

心のエンジンを
駆動させるプログラムに、
10年間で100億円を助成

※詳細は64ページを参照。

つながる先が
見つかるリンク集
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NPO法人ETIC.（エティック）が運営。全国各地で行
われるインターンシップを検索できる。大学生を対象
にしたものが多いが、募集対象を「高校生」に絞った
検索も可能。

1987年に岡山トヨタ自動車（株）に入社。
2001年より代表取締役社長。2021年
に岡山経済同友会代表幹事に就任。中
小企業家同友会全国協議会社員教育
委員長、岡山県教育委員なども務める。自
社の社報でも地元の高校の活動を紹介
するほか、プライベートでは少年団活動な
どの社会教育にも携わる。

岡山トヨタ自動車（株）
代表取締役社長 

梶谷俊介

　

な
ぜ
、
社
会
は
高
校
と
共
に
生
徒

を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。「
企

業
も
学
校
も
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間

が
い
か
に
育
ち
、
い
か
に
良
い
人
生
を

送
る
か
と
い
う
同
じ
テ
ー
マ
を
抱
え
て

い
る
の
だ
か
ら
、
で
き
る
と
こ
ろ
は
一

緒
に
な
っ
て
や
れ
ば
い
い
」
と
岡
山
ト

ヨ
タ
自
動
車（
株
）の
梶
谷
俊
介
社
長
。

「
高
校
生
も
社
会
の
一
員
で
あ
り
、

人
間
は
多
様
な
関
わ
り
の
な
か
で
共

に
育
つ
も
の
な
の
だ
か
ら
」
と
笑
顔
で

語
る
梶
谷
氏
は
、
約
５
万
社
が
加
盟

す
る
中
小
企
業
家
同
友
会
の
幹
事
等

を
務
め
、
全
国
の
仲
間
と
共
に
地
域
・

社
会
に
お
け
る
人
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。

 

「
学
校
で
教
育
を
受
け
た
若
者
が
企

業
に
入
り
、
成
長
し
、
地
域
・
社
会

を
担
う
存
在
に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、

親
の
自
分
の
仕
事
へ
の
誇
り
も
、
子

ど
も
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
そ

う
考
え
る
と
、
私
た
ち
企
業
も
人
づ

く
り
や
教
育
に
責
任
が
あ
り
、
そ
の

一
端
を
担
っ
て
当
然
で
す
。
学
校
や

先
生
だ
け
が
、
全
部
や
る
必
要
は
な

い
ん
で
す
。〝
企
業
＝
自
分
た
ち
の
利

益
の
た
め
だ
け
に
活
動
し
て
い
る
〞と

い
う
印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で
す

よ
」（
梶
谷
氏
）

　

実
際
、
企
業
団
体
は
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
に
つ
い
て
の
探
究
学
習
を
計
画
し

て
い
る
高
校
の「
地
域
の
企
業
が
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
に
向
け
て
ど
ん
な
取
組
を
し
て
い

る
か
知
り
た
い
」
と
い
う
声
に
応
え
、

岡
山
経
済
同
友
会
は『
お
か
や
ま
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
て
全
高
校

に
配
布
。
各
社
の
担
当
者
か
ら
高
校

生
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
盛
り
込
ん

だ
。
ま
た
、
岡
山
県
立
倉
敷
商
業

高
校
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
授
業
で
は

地
元
企
業
の
社
員
が
講
師
と
な
り
、

「
教
科
書
だ
け
じ
ゃ
ピ
ン
と
こ
な
い
内

容
を
、
実
務
経
験
を
踏
ま
え
て
話
し

た
」（
梶
谷
氏
）。
岡
山
県
内
の
取
組

は
一
例
に
過
ぎ
ず
、
学
校
へ
の
出
前

授
業
、
教
員
初
任
者
研
修
の
受
け
入

れ（
徳
島
同
友
会
ほ
か
）、
経
営
者
と

高
校
教
員
と
の
懇
談
会（
宮
城
同
友

会
ほ
か
）な
ど
、
各
都
道
府
県
の
中

小
企
業
家
同
友
会
で
は
地
域
社
会
に

根
ざ
し
た
取
組
を
展
開
し
て
い
る
。

 

「
正
解
の
な
い
社
会
に
お
い
て
は
、
企

業
人
も
先
生
も
高
校
生
も
、
共
に
育

つ
関
係
に
あ
る
」
と
梶
谷
氏
。
教
育

に
携
わ
る
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
も

価
値
が
あ
る
と
言
う
。

 

「
私
自
身
、
高
校
生
と
意
見
を
交
わ

す
機
会
が
あ
る
の
で
す
が
、
柔
軟
な

発
想
や
本
質
的
な
視
点
に
気
づ
か
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
て
。
行
政
や
政
府

の
審
議
会
等
の
メ
ン
バ
ー
に
、
高
校
生

を
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
。
ま
た
、
先
生
方
と
は
、
人
を
育

て
る
者
と
し
て
同
じ
悩
み
を
共
有
し
、

そ
の
解
決
策
を
共
に
考
え
る
シ
ー
ン

も
あ
り
ま
す
。
学
校
の
た
め
、
高
校

生
の
た
め
、
先
生
の
た
め
に
企
業
が

何
か
を
す
る
の
で
は
な
く
、
共
に
学

び
合
い
共
に
育
つ
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ

が
得
意
な
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
役

割
分
担
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」（
梶
谷
氏
）

＊

　

今
回
紹
介
し
た
の
は
一
部
の
事
例

に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組

を
通
し
て
見
え
て
き
た
の
が
、「
次
世

代
を
育
て
る
・
支
え
る
」こ
と
へ
の
学

校
の
外
側
に
い
る
人
た
ち
の
本
気
度

だ
。
梶
谷
氏
は
、「
先
生
方
自
身
に

も
、
一
人
の
社
会
人
と
し
て
学
校
以

外
の
場
で
次
世
代
の
育
成
に
携
わ
っ
て

み
て
ほ
し
い
」と
訴
え
る
。

 

「〝
先
生
〞と
い
う
枠
を
越
え
て
地
域

に
出
て
み
る
こ
と
で
、
新
た
な
気
づ

き
が
あ
り
、
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま

す
。
地
域
と
の
関
わ
り
と
い
う
ベ
ー
ス

が
あ
る
と
、
教
育
に
お
け
る
学
校
の
、

企
業
の
、
地
域
の
大
人
の〝
役
割
〞も

見
え
て
く
る
は
ず
。
す
べ
て
を
抱
え

込
ま
ず
、
地
域
・
社
会
に
心
を
開
い

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」

テ
ー
マ
は「
共
創
」。対
等
な

立
場
で
学
び
合
い
共
に
育
つ

学
校
や
先
生
だ
け
が
、

す
べ
て
を
背
負
う
必
要
は
な
い

未
来
を
担
う
若
者
を
育
て
る
責
任
は
、我
々
全
員
に
あ
る
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社会と共に生徒を育てる
社会全体で生徒を育てる・支える  －社会側の視点からー
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